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優秀賞「春」「春 爛 漫」
岩本　孝行 様

優秀賞「夏」「川迫川渓谷」
阪谷　均 様

優秀賞「秋」「神の螺旋」中西　謙一 様

優秀賞「冬」「白銀の大峰」辻本　勝彦 様

天川村新発見賞「秋を寿ぐ」牧　康宏 様

入選「朝陽に輝く」
高木　祐嗣 様

入選「大地を掴む」
梅本　珠代 様

審査員特別賞「高原の秋」
内藤　尚子 様

天川村新発見賞「炎の塔」
幸家　弥子 様

入選
「雨あがり」

川村　芳比路 様

入選
「山峡の章」
遠藤　富秀 様

入選
「護摩の煙と行者像」

増谷　幸成 様
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「天川村フォトコンテスト2016」 表彰式
　平成28年度に天川村で開催された、「天川村
フォトコンテスト2016」。その記念すべき第
１回目の受賞者が、平成29年３月16日（木）に
発表されました。
　応募総数330点、応募者数139人の激戦を
勝ち抜いた、栄えある15作品はどれも甲乙つけ
難く、審査員の先生方も最後まで頭を悩ませて
おりました。

　これらの作品は、来年度以降、天川村ＰＲのため
に大事に使わせていただきます。
　また、今回惜しくも受賞に至らなかった方々も、
次回の挑戦をお待ちしております。
　皆様たくさんのご応募ありがとうございました。

グランプリ受賞者    喜多　英一  様

受賞者の皆様

グランプリ「春  雪  桜」喜多　英一 様 

天川村賞「銀河への架け橋」吉村　誠 様

天川村議会賞 「光芒の渓谷」大西　忠男 様
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　去る、３月23日に天川村おみやげ大賞審査会及び授賞式を天川村山村開発センターで
開催しました。
　集まった作品は、「食品の部18点」「木工の部12点」「自由課題の部12点」合計42
点で、どの作品もおみやげ大賞にふさわしく審査は難航しました。
　グランプリは、３部門の中から木工の部より小屋敏典さん（洞川）の「桧スピーカー」
が選ばれ、その他、優秀賞、入賞については下記の通り選ばれました。
　参加していただきました皆様、ありがとうございます。

～第６回 天川村おみやげ大賞2016結果報告～

おめでとうございます

グランプリグランプリ

自由課題の部　優秀賞
栃尾観音Ｔシャツ・パーカー

木下　修造 さん

自由課題の部 食品の部 木工の部

入賞
　土間・庭箒木
　　　　　　森田　久勝

入賞
　柚子ごしょう
　　　　　　澤村　純子

入賞
　土間・庭箒木
　　　　　　森田　久勝

入賞
　鹿角加工品
　　　　　　根来　一平

入賞
　とちの実おかき
　　　　　　小 屋 商 店

入賞
　吉野杉一輪さし
　　　　　　上西　良継

食品の部　優秀賞
 あわゆき

伊藤成樹・幸家恭子 さん

木工の部　グランプリ
桧スピーカー

小屋　敏典 さん
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職　　員　　人　　事
■�平成29年４月１日付で天川村職員に採用された職員及び奈良県から派遣いただきました職員を
紹介します。

相原　卓弥（あいはら　たくみ）　健康福祉課
　４月１日より天川村役場で働くことになりました相原卓弥と申します。
　出身は橿原市ですが、天川村に引っ越してきました。村民の方々のために
精一杯頑張りたいです。至らないところもあると思いますが、よろしくお願
いします。

中西　康二（なかにし　こうじ）　産業建設課
　奈良県から派遣されて参りました中西康二と申します。
　４月１日より天川村役場の産業建設課に勤務させていただくことになりました。
　昨年度は南部農林振興事務所の天川村担当として、県営治山・林道工事に
従事しておりましたが、これからも天川村の復旧復興に貢献していきたいと
存じます。どうぞよろしくお願いします。

小川　憲照（おがわ　けんしょう）　住民課
　４月１日より天川村役場の職員になりました小川憲照と申します。
　今までは臨時職員として勤務させていただいていました。
　これからも地元天川村のため、村民の方々のために、頑張っていきたいと
思いますので、よろしくお願いします。

西浦　祐輔（にしうら　ゆうすけ）　地域政策課
　４月１日より奈良県庁から天川村役場へ派遣されて参りました西浦祐輔と
申します。
　派遣にあわせて天川村に転入しました。天川村のことはわからないことば
かりですが、天川村役場職員として、天川村に貢献できるよう励みたいと思
います。よろしくお願いいたします。

芳田　亮（よしだ　りょう）　地域政策課
　４月１日より天川村役場の職員として勤務させていただくことになりまし
た芳田亮と申します。
　村役場職員として天川村の豊かな自然をPRしていきたいと考えています。
至らない点多々あると思いますが、一生懸命頑張りますのでよろしくお願い
します。

新規採用職員

奈良県よりの派遣職員
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軽自動車税の納期限は５月　２日（月）
自動車税の納期限は　５月31日（火）
軽自動車税の納期限は５月　１日（月）
自動車税の納期限は　５月31日（水）

　軽自動車税・自動車税は、毎年４月１日現在の所有者（割賦販売などの場合は使用
者）に課税され、納税通知書が皆さんのお手元に発送されます。必ず、それぞれの納期
限までに納付してください。
　納期限を過ぎますと延滞金が加算され、滞納処分（財産の差押え等）の対象となります。
　自動車税については金融機関や県税事務所の窓口だけでなく、コンビニ、ペイジー、
インターネットを利用したクレジットカードでも納付ができます。詳細につきまして
は、納税通知書に同封のチラシをご覧ください。
　
【問い合わせ先】
《自動車税に関すること》
　運輸支局での住所変更手続きが遅れている等の理由により、自動車税納税通知書が届
いていない場合は、奈良県自動車税事務所（自動車税第１課　☎０７４３－５１－
００８１）までご連絡ください。

《軽自動車税に関すること》
　役場住民課　☎０７４７－６３－０３２１

※�住所変更された人や県外ナンバーの自動車をお持ちの人は、運輸支局ですみやかに変
更登録の手続きをしてください。（原付バイク等は役場窓口で変更登録手続きを行い
ます。）
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年金を受けるために必要な資格期間が10年に短縮されました！
　年金を受け取るために必要な納付期間が25年から10年に減りました。
　これにより、資格期間が10年以上となれば年金を受け取れるようになりました。

これまで　

平成29年
８月１日から

「資格期間」とは？
　◎国民年金の保険料を納めた期間や免除された期間
　◎サラリーマンの期間（船員保険を含む厚生年金保険や共済組合等の加入期間）
　◎年金制度に加入していなくても資格期間に加えることができる期間
　　（「カラ期間」と呼ばれる合算対象期間）
　これらの期間を合計したものが「資格期間」です。
　資格期間が10年（120月）以上あると、年金を受け取ることができます。
注 : 年金の額は、納付した期間に応じて決まります。
　　40年間保険料を納付された人は、満額を受け取れます。
　　（10年間の納付では、受け取る年金額は、概ねその４分の１になります。）

対象となる人は、手続きが必要です。
新たに年金を受け取れるようになる、資格期間が10年以上25年未満の人には、日本年金機構より年金
請求書が郵送されます。（以下の時期に送付されます。）
お手元に届きましたら、「ねんきんダイヤル」で予約の上、手続きください。

※国共済、地共済及び私学共済に加入した期間がある人は、生年月日に関係なく⑤の時期に送付します。
資格期間が10年未満の人にも、年内をめどにお知らせの送付を開始します。

日本年金機構　　天川村

送付時期
（生年月日により異なります。）

年金請求書が送付される人
※年金を受け始める年齢は男女で異なります。

① ２月下旬～３月下旬 大正15年４月２日～昭和17年４月１日生まれ

② ３月下旬～４月下旬 昭和17年４月２日～昭和23年４月１日生まれ

③ ４月下旬～５月下旬 昭和23年４月２日～昭和26年７月１日生まれ

④ ５月下旬～６月下旬
昭和26年７月２日～昭和30年10 月１日生まれ【女性】
昭和26年７月２日～昭和30年 ８ 月１日生まれ【男性】

⑤ ６月下旬～７月上旬
昭和30年10月２日～昭和32年８月１日生まれ【女性】
大正15年４月１日以前生まれ

必要な期間25年

（例）

（例）

必要な期間10年に短縮！

資格期間15年の人

資格期間15年の人

受けとれない

➡
受けとれる

ようになった
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入浴施設の料金・営業時間等について
　洞川温泉センター・天の川温泉センター・天川薬湯センターみずはの湯は、４月から指定管理
者による管理運営が始まっています。各施設の料金や営業時間等についてお知らせいたします。

洞川温泉センター
営業時間：11時～20時（19時30分最終受付）
休 館 日：水曜日
入 浴 料：村外大人　600円、小人　200円
　　　　　村内大人（65歳未満）400円、村内大人（65歳以上）300円
　　　　　村内小人　200円
　　　　　身体障害者　100円
回 数 券：販売なし（既に購入済みの回数券は利用できます。）

天の川温泉センター・天川薬湯センターみずはの湯
営業時間：11時～20時（19時30分最終受付）
休 館 日：火曜日（天の川温泉）、木曜日（みずはの湯）
入 浴 料：※洞川温泉センターと同様 
回 数 券：作成準備中（既に購入済みの回数券は利用できます。）
スタンプカード：15個集めて１回入浴無料。
　村内宿泊者限定入浴券：村内宿泊者が500円で入浴できるチケットを宿泊施
設に販売しています。

ゴールデンウィークの営業時間について　
洞川温泉：５月３日　11時～21時（最終受付30分前）
　　　　　　　４日、５日、６日　10時～21時（最終受付30分前）
　　　　　　　７日　10時～20時（最終受付30分前）
　　　　　　　※洞川温泉は３日は臨時営業します。
天の川温泉・みずはの湯：５月３日～５月６日　11時～21時（最終受付30分前）
※天の川温泉は2日は休館、みずはの湯は4日臨時営業となります。

駐車場の料金変更点
洞川駐車場：普通車１時間200円（１日最大2,000円）
　　　　　　温泉利用で90分無料
坪内駐車場：普通車１時間200円（１日最大2,000円）
　　　　　　温泉利用で120分無料
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山上ヶ岳歴史博物館　期間限定で開館

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎64‒0999　℻64‒0888
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

５月27日（土）13：00〜16：30
シロヤシオのトンネルがある行者還岳に一緒に見に行きませんか？この時期にしか見ることが出
来ないトンネルを是非見に行きましょう！	
歩行時間約６時間。（登山の経験が必要です。）	
【講　　師】天川村役場　職員
【集合場所】天川村役場　【定　員】20名【時　間】７：30～16：30
【持 ち 物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・登山の服装等【参加費】1,000円

行者還岳のシロヤシオを訪ねて

　「山上ヶ岳」山頂（1,719ｍ）にある世界遺産「大峰山寺」。山上ヶ岳歴史博物館の
展示室正面はこの大峰山寺の「内陣」を模したものです。
　１３００年の祈りをささえた遺物を、是非ご覧下さい。

期間限定開館（平成29年開館日）＝５/３～10 /15までの日曜・祝日他

山上参りの歴史文化をその目で体感！
～山岳信仰の歴史・文化にふれる～　　山上ヶ岳歴史博物館

☎０７４７－６４－００９９

開館時間：午前９時から午後４時まで
◆◆　入館料　◆◆　　　◆大人　　　３００円　　◆小中学生　　１５０円
  （10名様以上の団体　　◆大人　　　２００円　　◆小中学生　　　５０円）
　　　　　　　　　　 （ ◆村民大人　１００円　　◆村民小中学生　５０円）

　 5月 ３～７・１４・２１・２８日
　 6月 ４・１１・１８・２５日
　 7月 ２・９・１６・１７・２３・３０日
　 8月 ２・３・６・１１～１４・２０・２７日
　 9月 ３・１０・１７・１８・２３・２４日
　10月 １・８・９・１５日
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　◇ 天川村では、大規模地震の発生に備えた安全な地域づくりのため第一歩として地震時において倒
壊して避難路等をふさぎ避難、救助、消火等の活動の妨げとなる危険性の高い木造住宅の、耐震
診断（無料診断）事業を実施します。

◇ 平成21年度より実施しておりました耐震診断事業に加えて、平成29年度から耐震改修事業を実施
します。

お問い合わせ先：産業建設課　☎６３－０３２１

耐震改修費用
・ 補助額は50万円を上限とし、耐震改修工事に要する経費の23パーセントに

相当する額（その額に千円未満の端数があるときは、その端数は切り捨て
る。）とする。

対象建築物

・次の全ての要件に該当する建築物であること
・ 村内に存する木造在来軸組構法及び伝統的構法の住宅で、次に掲げる要件

の全てに該当するものをいう。
ア　 昭和56年5月31日以前に着工された戸建て住宅又は併用住宅（延べ面積

の１/２以上を居住の用に供するものに限る。）であること。
イ　地階を除く階数が２以下であること。
ウ　 耐震診断の結果、上部構造評点が0.7未満であり、地震に対して安全な構

造とするための措置を講ずることが望ましい旨を通知された住宅である
こと。

対　象　者 ・耐震診断事業を活用し、耐震診断を行っていること

耐震診断費用 ・無料（診断費用全額（50,000円）を村が負担します）

対象建築物

・次の全ての要件に該当する建築物であること
①．昭和56年以前に建築された住宅
（注）住宅：一戸建て住宅、長屋、共同住宅（店舗兼用住宅）
②．構造：木造で在来軸組構法
③．延べ床面積：250平方メートル以下
④．階数：２階以下（地下は除く）

対　象　者
・原則として、上記の対象建築物を所有する方
ただし、診断結果により著しく耐震強度が無い場合、早急に耐震補強工事が
可能である方。

既存木造住宅耐震診断事業

既存木造住宅耐震改修補助事業
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新しく栃尾生活改善センターで15名の方
がいきいき百歳体操を始められました。
これで、洞川公民館35名、
ほほえみポート天川17名、
ふるさとセンターつどい22名、
塩野集会所5名の合計94名の方が
いきいき百歳体操を行っています。

この機会にいきいき百歳体操を是非お試しください！

◆　いきいき百歳体操はDVDを見ながらゆっくりと体操
　　をします
◆　体操時間は約40分間で主に筋力作り運動を行います
◆　椅子に座りながら行うので、足に不安がある方でも
　　行って頂けます
◆　体操に慣れてきたら、手首、足首におもりを付けます
　　が無理はしません
◆　３人以上、背もたれ付き椅子、テレビがあれば、集会
　　所や自宅等で新しく始める事もできます！

お問い合わせ先
ほほえみポート天川内健康福祉課

☎６３－９１１０

いきいき百歳体操だより

いきいき百歳体操が
広がっています！

いきいき百歳体操とは
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　国民健康保険に加入されている40歳以上の人を対象に、特定健診
を実施します。後期高齢者医療（長寿医療）制度の75歳以上の人も、
天川村で実施する健診を受診できます。
　対象となる方には、受診券が送付されますので、内容をよくご確認
のうえ、お申込みください。
　みなさまお誘いあわせのうえ是非受診下さい。

　胃がん検診を下記の日程で実施します。受診を申し込まれた方は、
後日個別にご案内を郵送いたしますので、注意事項をよくご確認のうえ
忘れずに受診ください。

　お子様のしつけや発達などについて、臨床心理士の先生との個別相談会を開催します。
　相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次第
受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　５月31日は、世界禁煙デーです。現在、様々な種類のタバコが販売されています。
「軽い」「タール1mg」」などのタバコでも、有害成分はたくさん含まれて
います。
　あなたの健康を守り、増進させるために、禁煙は重要です。‘禁煙は難しい’と
諦めずに、まずは１日からでも取り組んでみてはいかがでしょうか。最初の１歩を、
今日から始めてみませんか。

日　　程 ５月29日（月）・30日（火）・31日（水）

会　　場 村内６か所（検診バスで村内を巡回します）

検査方法 胃部エックス線検査（バリウムを飲む方法）

個人負担金 １０００円

特定健診を受けましょう！

胃がん検診のお知らせ

個別発達相談のご案内

５月31日は世界禁煙デーです

日　　程 場　　所

５月15日（月） ほほえみポート天川

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　（☎６３－９１１０）
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　５月の予定表

閉　　　　館　　　　日（こどもの日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（憲法記念日）

閉　　　　館　　　　日（みどりの日）

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 2 火 診　　察 検 査 日  資源１

 3 水 

 4 木 

 5 金    燃　焼

 6 土 

 7 日 

 8 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 9 火 診　　察 検 査 日  資源１

 10 水 診　　察 診　　察  

 11 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 12 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 13 土 

 14 日 

 15 月 診　　察 診　　察 個別発達相談会　13:00〜 燃　焼

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）



14

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（昭和の日）

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　５月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 火  検 査 日  資源１

 17 水 診　　察 診　　察  

 18 木 休　　診   診察（西尾医師）  不　燃

 19 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 20 土

 21 日 

 22 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 23 火  検 査 日  資源１

 24 水 診　　察 診　　察  

 25 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 26 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 27 土 

 28 日 

 29 月 診　　察 診　　察 胃がん検診 燃　焼

 30 火 診　　察 検 査 日 胃がん検診 資源１

 31 水 診　　察 診　　察 胃がん検診

見える所に貼り、ご活用下さい。

学校検診のため休診

学校検診のため休診

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

◇ 一般不妊・不育治療費助成制度について ◇
　今年度より不妊治療を受けている人を対象に経済的な負担の軽減を図るため、治療費の一部助成を開
始いたします。

◇ 生後１か月母子健康診査費助成制度について ◇
　今年度より生後１か月健診にかかった費用（１か月児健康診査と産婦健康診査）を助成させていただ
きます。

◇ 妊婦健診費用補助券の上限金額が撤廃になります ◇
　昨年度までは、妊婦健診補助券の金額が１４回分までで９５，０００円であり、１５回目からは実費
負担でしたが、今年度より補助金額の上限を撤廃することになりました。
　

　※なお、上記助成制度の詳しい内容・申請方法などにつきましては、ほほえみポート天川　
　　保健師までお問い合せください。 （☎：６３－９１１０）

変更前・・・ 妊婦健診１４回目まで９５，０００円分の補助券を使用。１５回目以降は実費負担。
変更後・・・ 妊婦健診１４回目までは補助券を使用。１５回目以降は村で健診費用を負担。

内　　　　　容

対 象 者  　村内在住で1か月健診を受診した子どもとその母

助 成 額 　１か月健診にかかった費用を助成いたします。

申 請 期 間 　出産後１年以内

申 請 方 法
　１か月健診受診後に専用の申請書に記入していただきます。
　申請に来られる際は、領収書・振込先の通帳・印鑑をご持参ください。

内　　　　　容

対 象 者
・村内在住で不妊治療または不育治療を受けている者
・ 夫婦の前年の所得金額が（１月から５月までの間に申請する場合は前々年度の

所得とする）の合計が７３０万円未満である者

対象となる治療 　一般不妊治療・不育治療全般

対象外の治療
・夫婦以外の第三者からの精子、卵子、胚の提供による不妊治療
・代理母による治療法

助 成 額 　１組夫婦に対し、１０万円を上限　　　　※交付は該当年度につき１回

助 成 期 間 　治療を受けた年度から５年間

申 請 方 法
　申請用紙をお渡しいたしますので、ほほえみポート天川までお越しください。
　その際は、印鑑・健康保険証・振込先の通帳をご持参ください。

一般不妊・不育治療費助成と生後１か月健診費助成制度がスタートしました！
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　天川村では、障がいのある方やそのご家族などへの「生活相談」を、生活相談センター
「のどか」へ委託しています。
　生活する中で、困っていることや悩み事などありましたら、ご本人やご家族だけで抱え
込まずに、お気軽に生活相談センター「のどか」までご相談下さい。
　専門のスタッフが電話や個別訪問により、一人ひとりのペースにあわせた対応をしてい
ただけます。相談は無料で、プライバシーは守られます。

～生活相談センター「のどか」～

〇住　　所　吉野郡大淀町下渕862-4
○電　　話　０７４７-５３-２１５３
○Ｆ Ａ Ｘ　０７４７-６４-８８９０
○メ ー ル　nodoka41105@royal.ocn.ne.jp
○利用日時　月曜日～金曜日：９時～１８時３０分
　　　　　　第1・3土曜日：１３時～１７時
　　　　　　(日曜、祝日、第2・4・５土曜日、お盆、年末年始はお休みです。）

身体障害者・知的障害者相談員について
身体障害者・知的障害者相談員として、４月１日より２年間の任期で次の方々が
相談員に委嘱されました。お気軽にご相談下さい。

　　　○身体障害者相談員
　　　　　天川村九尾９５番地の１　　中村　猛さん
　　　　　☎６５－００４０
　　　○知的障害者相談員
　　　　　天川村洞川３３３番地の１　井口　いづみさん
　　　　　☎６４－０１５０

障がいのある方や、そのご家族で

　　　　　困っている事ありませんか？
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　平成29年３月31日（金）、天川村消防団第一分団第70回記念定例総会が開催されまし
た。
　昭和21年に、126戸焼失、死者３名という大きな被害を及ぼした洞川の大火から、天
川村消防団第一分団として、あの大火を二度と繰り返さないという強い思いから発足し
た総会も70回目を迎え、長い歴史に幕を閉じました。

◆天川村防災マップをリニューアルしました◆
　防災マップをリニューアルしました。前回の防災マップに奈良県が調査した土砂災害
特別警戒区域（レッドゾーン）を追加し、新たに作成したものを全戸配布致します。防
災マップには災害に備えるあらゆる情報が書かれてありますのでもう一度ご確認くださ
い。
　また、各自治会ごとで、防災マップを活用した積極的な避難訓練を行って頂きますよ
うお願い致します。

防災 てんかわ
第55回
◆ 天川村消防団第一分団
　 　　　　第70回記念定例総会 ◆
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　みなさん、こんにちは。
　地域おこし協力隊です。

　以前お伝えしたように協力隊では畑の運営を行って
います。
　農園名は「天川べじもん農園」です。
　昨年から始めた川合に続き、今年は洞川、南日裏で
新たな畑をお借りし準備を始めました。また坪ノ内で
は幼稚園のさつま芋畑をすることになりました。
　協力隊に畑を提供してくださった皆様にこの場を借
りて感謝申し上げます。

　畑で作る作物は隊員それぞれの目標によって違って
いるのですが、ひとつ共通して取り組もうとしている
のは「天川の在来種を守り、受け継ぐ」ということで
す。
　具体的には「洞川芋」「シコクビエ」「茶豆」がそ
の品種にあたります。
　これらは現在では栽培する人が少なくなり、「洞川
芋」は一時絶滅の危機にもさらされたようです。この
ような作物を受け継いでいくことも、協力隊の大切な活動の一部だと考えています。

　そこで天川のみなさんに提案なのですが、「茶豆」を栽培してみたい方はいらっしゃいま
せんか？
　茶色がかった枝豆なのですが、独特の風味があり大変おいしい豆です。そのまま茹でてよ
し、大豆にして味噌にしてもよし。
　今年の植え付け分はもう豆がないので、栽培していただくのは来年からになりますがご希
望の方に種（豆）をお譲りします。
　ご興味のある方はお気軽に地域おこし協力隊にお声がけくださいね！

べじもん農園（川合）

↑これが「茶豆」です

天川村地域おこし協力隊だより　⑨
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　天川村グラウンドゴルフ協会は、会員約60
名が所属し、現在中久保照幸さんが会長を務
めています。グラウンドゴルフ協会は、村内
外を問わず多くの大会に参加する等、活発な
活動を行っています。
　グラウンドゴルフは、適度な運動量と手頃
にプレーできる事から人気を博しています。
また、地域間の交流が失われつつあるといわ
れる現代において、このスポーツは本村でも

近隣の町村とのグラウンドゴルフ大会の開催等、村内の人だけではなく、他市町村の人とも
交流するきっかけにもなっています。
　「健康に暮らす事とは、好きな事をして過ごす事」と会長の中久保さんは語られます。今
年もまた暖かい季節が訪れ、グラウンドゴルフに最適な気候になってきました。
　グラウンドゴルフを楽しむ皆さんの顔を見られる事を楽しみにしております。

社会体育団体だより　天川村グラウンドゴルフ協会

文
化
財
の
異
常
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

文
化
財
の
汚
損
が
相
次
い
で
い
ま
す

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
63
―
０
３
２
１
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陶芸教室（７月19日・20日、８月８日・30日）
　天川村陶芸クラブの皆さんを講師に招き、４日間陶芸教室を開き
ました。今年は、ペン立てを全員のテーマとして作りました。自由
作品では、コップや皿などの作品が多くありました。丁寧に指導し
てくださった陶芸クラブの皆さん、ありがとうございました。

お話の会（12月１日）
　今年は『御所お話の会』から３名の講師をお招きしました。内容
は、｢へっぴりよめご」｢鳥になりたかったくまのお話」｢はらだちご
んべ」等８作品の紹介がありました。｢てんまのとらやん」という作
品では、子どもたちも参加して、お話会を盛り上げました。

親子映画会（１月16日）
　今年は、｢ファインディング　ドリー」という作品を天川小学校多目的教室で午後７時から上映し
ました。忘れんぼうのドリーが離ればなれのなった家族を探す冒険の旅という内容でした。海底の色
彩の美しさが、内容と共に印象に残る作品でした。

ふれあいグラウンドゴルフ（６月19日）
　子どもたちと地域の方や保護者約40名が参加して、グラウ
ンドゴルフを楽しみました。なかなかうまく打てない時、上
手な高齢者のみなさんからスティックの持ち方や打ち方など
を教えていただき、少しずつ上達しました。地域の方もこの
行事を楽しみにしてくれています。

クリーン活動（８月28日）
　例年、夏休みの終わりに子どもたちと地域の方や保護者といっしょに
美化作業をしています。今年も、西部地区（九尾～山西）を３班に分か
れて、クリーン活動を行い、空き缶や不燃ごみ、生ゴミなどたくさんの
ゴミを回収しました。

お別れ会（３月19日・子ども会と共催）
　天川中学校を卒業して高校へ進学するお兄さんを送り出す
ために、お姉さんといっしょに、ボウリングと食事会を楽し
みました。卒業するお兄さんの投球は力強くとても上手でし
た。

中央地区青少年健全育成会

西部地区健全育成会
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　平成28年度も地域の皆さまのおかげで、各育成会の活動を実施することが出来まし
た。天川村青少年健全育成協議会は、『他人の子も　我が子と同じ　愛の一声』の標語の
もと、子どもたちが愛に満ちた日々を送り、規範意識を向上させ、たくましく成長できる
よう、子どもたちと共に活動しております。私たちの活動が子どもたちにとって、有意義
なものになることを望み、日々取り組んで参りたいと考えております。
　村民の皆様にも活動内容を知っていただくためにも、平成28年度の洞川地区、中央地
区、西部地区、各育成会の活動報告をまとめましたのでご覧ください。

① ビデオ上映会（７月22日・３月17日）
　子どもたちに心安らぐひと時を過ごさせようと、年２回ビデ
オ上映会を開催しました。子どもたちの心に響く作品、感動で
心洗われる作品を選び、上映しました。７月22日に「アーロ
と少年」を、３月17日に「水の旅人」を鑑賞しました。

②清掃活動（クリーンキャンペーン）（８月４日）
　行者祭り後の８月４日、区内小中学生26名が参加して、旅
館街の溝と龍泉寺周辺のゴミ拾いを行いました。地域の方々か
らの「ごくろうさん。ありがとう。」の声かけに励まされなが
ら、汗いっぱいになって地域をきれいにしました。中学生は洞
川少年消防隊の活動を兼ねて龍泉寺周辺を、小学生は旅館街を
清掃しました。

③クリスマス会（12月11日）
　12月11日、区内外の幼・小・中学生約40名が参加しての
開催でした。たこ焼きやパフェを作ってみんなで食べまし
た。ビンゴゲーム・輪投げなども楽しみ、用意された景品を
手にし、子どもたちは大はしゃぎでした。

洞川地区青少年健全育成会
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・ 

自
動
車
、
二
輪
車
を
運
転
し
て
い
る
方

表
彰
の
種
類
及
び
個
別
の
条
件
に
つ
い
て

近
畿
交
通
栄
誉
賞
（
県
内
で
12
名
）

　

 

緑
十
字
銅
賞
を
受
け
て
５
年
以
上
経
過

し
、
過
去
10
年
間
無
違
反
、
過
去
20
年
間

無
事
故
の
方

※
申
請
期
限　

平
成
29
年
５
月
26
日
（
金
）

緑
十
字
銅
賞
（
県
下
で
70
名
）

　

 

ベ
ス
ト
・
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰
を
受
け
、
過

去
５
年
間
無
違
反
で
、
過
去
10
年
間
無
事

故
の
方

※
申
請
期
限　

平
成
29
年
５
月
26
日
（
金
）

ベ
ス
ト
・
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰

　

 

上
級
顕
彰
を
受
け
て
か
ら
１
年
以
上
経
過

し
、
過
去
10
年
間
無
事
故
、
無
違
反
で
運

転
免
許
の
停
止
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方

※ 
申
請
期
限　

平
成
29
年
６
月
９
日
（
金
）

交
通
安
全
協
会
支
部
表
彰

　

 

６
年
以
上
継
続
し
て
無
事
故
、
無
違
反
で

運
転
免
許
停
止
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
方

※
申
請
期
限　

平
成
29
年
７
月
28
日
（
金
）

　

申
請
条
件
や
申
請
手
続
き
、
金
賞
、
銀
賞

に
つ
い
て
は
問
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
開
始
日
は
平
成
29
年
５
月
１
日
か
ら

で
す
。

お
問
合
わ
せ
先

　

 

交
通
安
全
協
会
吉
野
支
部
（
吉
野
警
察
署

内
）

　

☎
０
７
４
７
︱
53
︱
０
１
１
０

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
ご
注
意

　

 

現
に
受
け
て
い
る
同
種
類
の
表
彰
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
表
彰
人
数
に
制
限

が
あ
り
、
選
考
の
上
表
彰
さ
れ
ま
す
の
で

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

５
月
９
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

５
月
26
日
（
金
）
午
後
３
時
～
午
後
４
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

５
月
30
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

　

平
成
二
十
九
年
第
二
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
三
月
二
十
三
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
期
に
つ
い
て
は
三
月
二
十
三
日
の
一
日

間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

可
決
事
項

～
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
～

◇ 

五
色
橋
橋
梁
補
修
工
事
に
か
か
る
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
五
色
橋
橋
梁
補
修
工
事
に
か
か
る
請
負
契

約
の
締
結
に
関
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
九
年
第
二
回
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
不
要

　

�

平
成
29
年
４
月
１
日
付
で

　

人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

優
良
運
転
者
の
表
彰
申
請
に
つ

い
て
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I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

開
催
場
所

　

吉
野
山　

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

③
歴
史
体
験
ツ
ア
ー

　

義
経
と
静
御
前
物
語
体
験

ガ
イ
ド
協
力

　

 

（
吉
野
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
）

　

吉
水
神
社
に
て
物
語
朗
読

　

（
朗
読
の
会
「
響
」
）

　

勝
手
神
社
に
て
静
御
前
創
作
舞
踊

　

（
大
淀
町
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室
）

開
催
場
所

　

吉
水
神
社
・
勝
手
神
社

参
加
対
象

　

地
域
の
方
々
、
吉
野
を
訪
れ
た
方
々

料
金
　

　

コ
ン
サ
ー
ト　
　

：
入
場
無
料

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
有
料

　

歴
史
体
験
ツ
ア
ー
：
無
料

主
催

　

吉
野
・
桜
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
実
行
委
員

　

 

（
一
般
財
団
法
人
吉
野
青
年
会
議
所
、
吉

野
山
観
光
協
会
、
金
峯
山
青
年
僧
の
会
、

吉
野
町)

お
問
合
わ
せ
先

　

 

吉
野
・
桜
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
実
行
委
員
会

事
務
局

　

☎
０
７
４
６
︱
32
︱
５
９
６
８

　

全
国
全
て
の
市
町
村
で
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
一
人
ひ
と
り
の
尊
い
命
を
守
る
た

め
、
ま
た
、
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
進
ん

で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

悪
質
訪
問
販
売
・
悪
質
な
点
検
業
者
に
ご

注
意
下
さ
い

　

消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
な

訪
問
販
売
、
訪
問
点
検
に
よ
る
被
害
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
職
員
が
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
サ
イ
ン
や

押
印
し
な
い
で
、
消
防
署
に
連
絡
下
さ
い
。

下
市
消
防
署   

天
川
分
署

　

http://w
w

w
.nakayoshino.or.jp/

　

高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
県
南
部
地
域
の
児
童
を

対
象
に
出
張
相
談
を
行
い
、
児
童
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
指
導
を

目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
予
約
の
う
え
ご
相
談
下
さ
い
。

①
吉
野
中
央
公
民
館

開
催
日
時

　

４
月
７
日
（
金
）　

６
月
２
日
（
金
）

　

８
月
４
日
（
金
）　

10
月
６
日
（
金
）

　

12
月
１
日
（
金
）　

２
月
２
日
（
金
）

相
談
時
間
：

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

②
下
市
町
保
健
セ
ン
タ
ー

開
催
日
時

　

５
月
12
日
（
金
）　

７
月
７
日
（
金
）

　

９
月
１
日
（
金
）　

11
月
17
日
（
金
）

　

１
月
５
日
（
金
）　

３
月
２
日
（
金
）

相
談
時
間
：

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

相
談
担
当
者

　

高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員

　

２
名

相
談
申
込
先

　

奈
良
県
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５
︱
22
︱
６
０
７
９

　

 

（
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
）

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

開
催
日
時

　

５
月
20
日
（
土
）

　

正
午
～
午
後
７
時
30
分

内
容

①
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ノ
ー
ト　
　

小
芝
陽
子

　

ち
び
っ
こ
絵
垣
本
座　
　

雪
月
花

開
催
場
所

　

吉
野
山　

金
峯
寺
「
蔵
王
堂
」

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

桧
の
灯
り
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
作
り

　

（
あ
か
り
工
房　

吉
野
）

　

桧
の
香
り
バ
ス
ソ
ル
ト
作
り

　

（
天
川
ア
ロ
マ
杣
）

　

柿
の
葉
す
し
作
り
体
験

　

（
お
お
よ
ど
語
り
部
の
会
）

　

写
経
体
験

　

（
金
峯
山
青
年
僧
の
会
）

訂
正
と
お
詫
び

　

前
回
の
広
報
て
ん
か
わ
４
月
号
に

て
、
記
述
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

Ｐ
33　

も
っ
と
よ
く
な
る
天
川
村

平
成
29
年
度
事
業
概
要　

く
ら
し
部
分

（
誤
）
バ
ス
運
行
委
託

　

２
３
，
３
５
０
万
円

（
正
）
バ
ス
運
行
委
託

　

２
，
３
３
５
万
円

　

�

高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
定
期
出
張
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　

�

下
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
付
い
て
い
ま
す
か
？

　

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

　

�

第
24
回
桜
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
in

蔵
王
堂　

～
六
根
で
感
じ
る

　

世
界
遺
産
を
育
ん
だ
和
の
響
～

　

開
催
の
お
知
ら
せ
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　昨年６月から工事が進められていた定住促進
住宅が完成し、４月13日（木）に村長、村議会
議長、村議会議員をはじめ、奈良県住まいまち
づくり課の方々、南日裏区長、工事施工者など
約40名が参列し、天河大辨財天社による神事、
竣工式が行われました。
　この定住促進住宅は、過疎化する本村の新た
な定住対策として、子育て世代を含めたＩター
ン者の受け入れを図る事を目的として、国庫補
助金である社会資本整備総合交付金を活用し、
建設されました。
　竣工式終了後には、内覧会も開催し、参列者
の方々に室内を見学していただきました。

竣工式の様子

木造平屋建　3LDK（81.15㎡）3棟

車谷村長挨拶

御神酒による乾杯

南日裏定住促進住宅の竣工式及び内覧会が開催されました
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多くのみなさんに支えられて
　３学期、今年も多くのみなさんに支えられながら、生徒一人一人が大きく成長したことを実
感することができました。特に、３年生は全員３年間の努力の成果を発揮し、それぞれの志望
校へと巣立っていきました。広い世界、多くの同級生がいる環境に入ってもしっかり努力し、
次のステージに向かってくれることと思います。
　２年生もこの１年、３年生といっしょに本校を盛り上げてくれました。４月からは、10名の
新入生と力を合わせ、新たな歴史を創ってくれると期待しています。

天川中学校だより



村のうごき

３月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大

平成29年５月１日発行　通巻483号

2017年３月31日現在（　）内は前月との比較

５
月
の
出
来
事

と
こ
ど
も
の
日

■発行／天川村役場　〒638-0392  奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
■企画・編集／総務課 広報係（内線123）TEL：0747-63-0321  FAX：0747-63-0329　
■URL：http://www.vill.tenkawa.nara.jp/  ■E-mail：tenkawa@vill.tenkawa.lg.jp

The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,472人（－７） 男　693人（－６） 女　779人（－１） 世帯数　685戸（－１）

27.31トン	　前月比：133.09％　	前年同月比：115.33％ 4.51トン	　前月比：296.71％　	前年同月比： 90.38％

5.52トン	　前月比：147.20％　	前年同月比：168.81％ 2.40トン	　前月比：228.57％　	前年同月比：172.66％

　

皆
さ
ん
は
５
月
と
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？
５
月
は
月
初
め
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
や
、
こ
ど
も
の
日
、
母
の
日
と
い
っ
た
祝
日
や
記
念
日
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

季
節
と
し
て
も
春
の
終
わ
り
か
ら
初
夏
へ
の
変
化
の
途
中
、
と
い
っ
た
風
情
で
、
風
薫
る
５
月
と
い
っ

た
時
候
の
挨
拶
も
あ
る
よ
う
に
、
風
の
中
に
青
葉
や
若
葉
の
香
り
が
混
じ
り
、
暖
か
で
過
ご
し
や
す
い

季
節
で
す
が
、
そ
の
分
季
節
の
変
わ
り
目
で
も
あ
り
気
温
の
変
化
も
大
き
い
た
め
、
体
調
に
は
気
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

天
川
村
の
中
で
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
は
５
月
３
日
に
、
大
峰
山
寺
の
大
峯
山
戸
開
式
（
お
お
み

ね
さ
ん
と
あ
け
し
き
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
長
い
伝
統
を
持
つ
修
験
道
の
儀
式
で
、
日
も
昇
る
前
、
午
前

２
時
の
一
番
鐘
よ
り
起
き
出
し
た
多
く
の
信
者
の
方
々
が
集
い
ま
す
。
以
降
の
９
月
23
日
の
戸
閉
め
ま

で
の
１
４
３
日
間
が
大
峯
山
の
入
峯
期
間
と
な
り
、
例
年
天
川
村
も
多
く
の
登
山
客
・
修
験
者
で
賑
わ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
は
冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
５
月
５
日
、
こ
ど
も
の
日
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
日
は
国
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
「
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ
ど
も
の
幸
福
を
は
か

る
と
と
も
に
、
母
に
感
謝
す
る
」
と
い
う
趣
旨
の
祝
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
端
午
の
節
句
と
も
い
わ

れ
、
主
に
男
の
子
の
成
長
を
願
う
行
事
を
行
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。
強
く
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
よ
う

に
祈
り
を
込
め
て
、
桃
太
郎
や
金
太
郎
、
鎧
甲
を
つ
け
た
人
形
と
い
っ
た
五
月
人
形
を
飾
る
、
鯉
の
滝

登
り
に
ち
な
む
出
世
に
通
ず
る
こ
い
の
ぼ
り
を
飾
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
飾
り
物
は
長

い
時
代
の
流
れ
の
中
で
様
々
に
変
化
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ず
っ
と
続
い
て
き
た
の
は
や
は
り

子
ど
も
が
健
康
で
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
普
遍
的
な
も
の
だ
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
節
句
と
し
て
の
呼
び
方
と
し
て
は
３
月
３
日
の
桃
の
節
句
に
対
し
て
菖
蒲
の
節
句
と
い
っ
た

呼
び
方
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
菖
蒲
の
花
が
５
月
頃
に
咲
き
、
香
り
も
さ
わ
や
か
で
、
邪
気
を
払
う
よ

う
と
し
て
魔
除
け
に
尊
ば
れ
た
こ
と
か
ら
く
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
５
月
５
日
に
は
菖
蒲
湯
に
入

る
と
い
う
習
慣
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
健
や
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
大
事
に
さ
れ
て
き
た
習

慣
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

男
の
子
の
日
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
強
い
こ
ど
も
の
日
で
す
が
、
女
の
子
も
、
男
の
子
も
幸

福
で
あ
る
よ
う
に
、
家
族
皆
さ
ん
で
成
長
を
祈
っ
て
祝
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
た
ち
は
母
へ
の
感
謝
を
す
る
日
と
も
さ
れ
て
い
る
の
で
、
14
日
の
母
の
日

と
も
あ
わ
せ
て
、
お
母
さ
ん
へ
日
頃
の
感
謝
を
伝
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
お
父
さ
ん
へ
は

来
月
の
父
の
日
に
と
い
う
こ
と
で
、
そ
ち
ら
も
忘
れ
な
い
で
！


